
　

１　

は
じ
め
に

　

本
日
、
平
成　

年
第
２
回
西
原

２１

町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に

当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
運
営
の

基
本
と
も
な
り
ま
す
平
成　

年
度

２１

予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
説

明
に
先
立
ち
、
ま
ず
町
政
運
営
に

当
た
っ
て
の
私
の
所
信
の
一
端
を

申
し
上
げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。　

　

今
、
米
国
の
金
融
危
機
を
発
端

に
瞬
く
間
に
「
百
年
に
一
度
」
と

い
う
世
界
同
時
不
況
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
同
時
に　

年
代

８０

以
降
、
世
界
経
済
を
理
念
的
・
政

治
的
に
主
導
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ

流
の
市
場
原
理
主
義
・
新
自
由
主

義
の
破
綻
が
明
ら
か
に
な
り
、
経

済
の
枠
を
越
え
た
「
ア
メ
リ
カ
一

極
支
配
体
制
」
が
終
焉
し
た
こ
と

を
意
味
す
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
新
自
由
主
義

の
流
れ
を
く
む
我
が
国
社
会
経
済

体
制
も
過
度
の
規
制
緩
和
や
格
差

社
会
、
医
療
危
機
や
医
療
崩
壊
が

社
会
問
題
化
し
、
雇
用
不
安
・
生

活
不
安
等
、
厳
し
い
経
済
社
会
局

面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
昨
年　

月
６
日
か

１０

ら
町
政
運
営
の
重
責
を
担
っ
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
と
も
「
町
民
の

目
線
に
立
ち
町
民
本
位
の
町
政
」

の
推
進
を
基
本
理
念
に
、

一　

平
和
な
く
し
て
町
民
福
祉
な

し
。
平
和
が
す
べ
て
の
原
点

一　

町
民
が
主
体
の
「
協
働
参
画

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

一　

町
民
の
税
金
を
大
切
に
使
う

予
算
執
行

一　

職
員
と
の
信
頼
関
係
の
上
に
、

職
員
が
十
分
能
力
を
発
揮
で
き

る
風
通
し
の
よ
い
職
場
づ
く
り

を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
着
実
に
確

か
な
行
政
運
営
を
確
立
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
、　

世
紀
の
初
頭
に
あ
っ
て
、

２１

時
代
は
大
き
な
変
革
の
と
き
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
国
も
技
術
革
新

と
国
際
化
と
い
う
大
き
な
潮
流
の

中
で
、
そ
の
あ
り
方
を
問
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
地
方
自
治
体
も
自
治

の
理
念
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
時
代
の
中
で
、
私
た
ち
は
新

し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
や
、
行
政
の
一
時
の
停
滞
も

許
さ
れ
ま
せ
ん
。「
改
革
と
創
造
」

は
、
私
た
ち
西
原
町
民
が
等
し
く

担
う
べ
き
テ
ー
マ
と
い
う
認
識
の

下
に
行
政
改
革
を
推
進
し
、
財
政

の
健
全
化
、
効
率
化
に
努
め
、
西

原
町
の
確
か
な
未
来
を
創
造
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
編
成
は
、

２１

引
き
続
き
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

　

�
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

が
な
か
っ
た
こ
と

　

�
リ
サ
イ
ク
ル
基
金
に
１
千
万

円
の
上
積
み
が
で
き
た
こ
と

　

�
中
学
卒
業
ま
で
の
入
院
医
療

費
無
料
化
、
敬
老
祝
金
の
改

定
、　

歳
以
上
の
後
期
高
齢

７５

者
の
人
間
ド
ッ
ク
の
再
開

　

�
妊
婦
健
康
診
査
の
充
実

　

�
介
護
保
険
料
の
減
額

　

�
西
原
町
地
域
総
合
整
備
資
金

の
無
利
子
貸
付

等
、
一
定
の
改
善
措
置
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢

及
び
平
成　

年
度
の
予
算
の
特
徴

２１

を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
次
に
執

行
体
制
と
行
財
政
の
確
立
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２　

執
行
体
制
と
行
財
政

　
　

の
確
立

　

執
行
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
規
事
業
や
継
続
事
業
へ
の
対
応

を
は
じ
め
、
地
方
分
権
に
よ
る
権

限
委
譲
等
に
伴
い
、
事
務
事
業
、

行
政
需
要
は
年
々
増
大
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
西

原
町
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

踏
ま
え
て
、
効
率
的
な
行
政
運
営

を
基
本
に
、
引
き
続
き
時
代
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
組
織
改
革

等
、
執
行
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
、
そ
の
地
域
に

お
け
る
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
で

あ
り
ま
す
。
町
民
は
最
大
の
顧
客

で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
、
明
る

い
、
さ
わ
や
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
通
し
て
親
し
み
易
い
職
場
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分

権
の
進
展
に
対
応
し
、
職
員
の
資

質
の
向
上
と
職
場
の
活
性
化
に
向
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け
て
、
職
員
の
自
発
的
な
自
治
研

究
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
町
制
施
行

　

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記

３０念
式
典
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
庁
舎
は
、
建
築
か
ら　

年
が

４０

経
過
し
、
老
朽
化
、
狭
隘
化
に
よ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
上
、
機
能
上
、

不
便
を
き
た
し
て
お
り
、
庁
舎
建

設
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
庁
舎
建
設
専
任
係
長
を

配
置
し
、
早
期
の
建
設
に
努
め
ま

す
。

　

行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や
透

明
性
の
向
上
、
及
び
町
民
の
権
利

利
益
保
障
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
・
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
地
方
財
政
は
、

２１

社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
や

公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る

な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
町
財
政
に
お
い
て
も
、
歳
入
面

で
は
、
地
方
交
付
税
・
国
庫
支
出

金
・
地
方
債
に
依
存
し
た
構
造
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
自
主
財

源
の
確
保
は
、
最
重
要
課
題
で
あ

り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
課
税
客
体
の
的
確

な
把
握
に
よ
る
適
正
な
課
税
を
図

る
た
め
、
未
登
記
物
件
等
の
一
斉

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
税

の
公
正
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
滞

納
整
理
を
よ
り
一
層
積
極
的
に
進

め
る
た
め
、
職
員
の
課
税
及
び
徴

収
技
術
等
の
向
上
を
図
り
、
悪
質

な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
財
産
調

査
や
債
権
調
査
を
実
施
し
、
不
動

産
や
債
権
等
の
差
押
等
法
的
適
用

を
行
い
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
、

自
主
財
源
を
確
保
し
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
人
件
費
等
の
義

務
的
経
費
の
割
合
が
高
く
、
弾
力

性
に
乏
し
い
構
造
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
歳
出
削
減

の
た
め
の
事
務
事
業
の
総
点
検
を

実
施
し
、
効
率
的
な
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

　

次
に
、
平
成　

年
度
主
要
施
策

２１

の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３　

平
和
事
業
の
推
進

　

去
る
大
戦
で
は
県
民　

数
万
人

１０

が
犠
牲
に
な
り
、
本
町
に
お
い
て

も
当
時
の
住
民
の
約
半
数
近
く
の

尊
い
命
と
多
く
の
財
産
、
そ
し
て

貴
重
な
文
化
遺
産
や
自
然
を
失
い

ま
し
た
が
、
今
だ
に
不
発
弾
の
処

理
や
遺
骨
収
集
等
後
遺
症
を
引
き

ず
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
私
は
平
和
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
町
政
の
最
重
要
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
、
あ
の
忌
ま
わ

し
い
沖
縄
戦
の
悲
劇
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、「
命
ど
ぅ
宝
」
を
後
世
に

語
り
継
ぎ
、
平
和
な
社
会
建
設
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
優
先

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
も
平
和
音
楽
祭
、

町
内
戦
跡
講
座
、
平
和
の
語
り
べ

に
よ
る
平
和
学
習
等
各
種
平
和
事

業
を
推
進
し
、
一
層
の
町
民
の
平

和
意
識
の
高
揚
と
恒
久
平
和
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

４　

福
祉
の
充
実

　

障
害
者
や
高
齢
者
、
児
童
等
を

含
む
全
て
の
町
民
が
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
調
和
の
と
れ
た
総
合

的
な
地
域
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　

�
高
齢
者
福
祉

　

本
町
の
高
齢
者
人
口
は
、
ゆ
る

や
か
な
が
ら
も
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
化
社
会

の
将
来
像
を
見
据
え
、
町
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
「
こ
と
ぶ
き
プ
ラ

ン
２
０
０
９
」
に
基
づ
き
、
各
種

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強

化
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、
第
４
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
増
床
な
ど
可

能
な
限
り
在
宅
で
介
護
が
継
続
で

き
る
よ
う
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
図
り
、
健
康
な
高
齢
者
づ

く
り
の
た
め
、
引
き
続
き
介
護
予

防
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
保
険
給
付
費
の
適
正
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、

高
齢
者
が
健
康
で
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

税
制
改
正
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
高
齢

者
の
経
済
的
負
担
が
大
き
く
な
り
、

生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
齢
者
を

取
り
巻
く
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま

２１

２３

で
の
介
護
保
険
料
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
低
所
得
者

に
配
慮
し
た
保
険
料
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
高
齢
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
で
き
る
限
り
要
支

援
・
要
介
護
状
態
に
陥
る
こ
と
な

く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
い
い
あ

ん
べ
ー
共
生
事
業
の
充
実
強
化
に

努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
、
助

成
を
行
っ
て
い
る
在
宅
老
人
移
送

サ
ー
ビ
ス
事
業
等
を
継
続
し
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、
寝
た
き
り
の

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に

対
し
、
介
護
用
品
の
支
給
に
努
め

ま
す
。

　

長
寿
を
祝
し
、
支
給
し
て
い
る

敬
老
祝
金
に
つ
い
て
は
、
支
給
年

齢
を　

歳
か
ら　

歳
に
引
下
げ
、

８５

８０

支
給
金
額
を
５
、
０
０
０
円
か
ら

１
０
、
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ま

す
。

　

高
齢
者
が
生
き
生
き
と
し
た
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
実
現
で
き
る
よ

う
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
対
策

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
や
町
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
へ
の
補
助
金
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

　

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
中
、
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地

域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
高
齢
者
が
培
っ
て
き
た
知
識

と
経
験
を
活
か
す
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
と

も
希
望
に
満
ち
た
社
会
参
加
を
進

め
て
い
る
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

�
児
童
・
母
子
（
父
子
）
福
祉

　

次
世
代
を
担
う
子
供
達
が
健
や

か
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
は
、
国
民

全
て
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
子
供
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

出
生
率
の
低
下
や
核
家
族
化
、
女

性
の
社
会
進
出
、
都
市
化
等
に

よ
っ
て
大
き
く
変
貌
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
子
育

て
を
支
援
し
安
心
し
て
子
供
を
生

み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
町
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
さ
ら
な
る
児
童
福
祉
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
子
育

て
と
就
労
の
両
立
支
援
策
と
し
て

保
育
に
欠
け
る
乳
幼
児
の
保
育
園

へ
の
受
け
入
れ
及
び
定
数
の
弾
力

化
に
よ
る
慢
性
的
な
待
機
児
童
の

解
消
推
進
や
、
認
可
外
保
育
園
に

対
す
る
助
成
の
充
実
に
努
め
る
等
、

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
適
切
な

対
応
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等

に
お
け
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成

の
充
実
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

児
童
を
中
心
と
し
た
地
域
交
流
の

場
と
し
て
、
併
せ
て
児
童
館
の
充

（3）広報にしはら　No.446. H21. 4. 1


